
10

月

３

日

（

金

）

か

ら

５

日

（

日

）

に

か

け

て

２

０

２

５

ピ

ー

ス

ス

ク

ー

ル

が

開

催

さ

れ
、

西
日

本
本

部
か

ら
青

年
を

中
心

に
４

名
が

参
加

し
ま

し
た
。

１

日

目

に

は

、

講

演

①

「

憲

法

と

は

何

か
」
、
講
演

②

「
核
と
人

類
は

共
存

で
き

な
い

核

な
き

社
会

を
め

ざ
し

て
」

を

受

け

ま

し
た
。

２

日

目

に

は

、

講

演
③

「
南

西
諸
島
防

衛
強

化
と
鹿
児
島
県
内
の
現
状
」
、

講
演
④

「

安
全
保
障

・
全

国

に
拡

が
る

軍
備

拡
張

」
、

講
演
⑤

「

日
本
の
人

権
状

況

と
部

落
差

別
」

を
受

け

ま
し
た
。

昼

か

ら

は

フ

ィ

ー

ル

ド

ワ

ー

ク

（

高

校

生

平
和

大
使

ら
と

共
に

碑

め

ぐ
り

、
平

和
記

念
資

料

館

見
学

）
を

行
な

い
ま

し

た
。３

日

目

に

は

、

Ｊ

Ｍ

Ｓ

広

島

ア

ス

テ

ー

ル

プ

ラ

ザ

中

ホ

ー

ル

で

開

催

さ

れ
た
「
世
界
被
害
者
フ
ォ
ー

ラ
ム

」
へ

参
加

し
、

体
験

者
の

話
な

ど
を

聞
き

ま
し

た
。被

爆
80

年

だ

か

ら

で

は

な
く

、
い

つ
で

も
平

和
に

向
け

て
取

り
組

む
こ

と
が

大
事

で
す

。
参

加
し

た
人

が
一

人
で

も
多

く
拡

げ
る

こ
と
が
大
事
で
す
。

外

交
を

し
っ

か
り

と
行

な
い

、
他

国
が

核
兵

器
を

持
っ

て
い

る
か

ら
防

衛
費

を
拡

大
す

る
、

核
兵

器
を

持
つ

の
で

は
な

く
、

話
し

合
い

で
ど

こ
の

国
も

武
器

や
核

兵
器

を
持

た
な

い
こ

と
が

平
和

に
つ

な
が

り
ま

す
。

核
な

き
世

界
を

つ
く

り
ま
し
ょ
う
！

（１） ２０２５年１１月 １ 日 国 労 西 日 本 大阪市北区錦町２－２ 国労大阪会館内 ０６－６３５８－１１９０ NO.３９３
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国労西日本ＨＰ

Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
を
利
用
中

組
合
員
の
皆
さ
ん
登
録
し
よ
う

登
録
は
西
日
本
本
部
ま
た
は
地
方
本
部
へ

国労西日本本部

労

高
市
（
自
・
維
）
政
権
の
行
く
末

参
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
も
政
権
与
党
の
過
半
数

割
れ
、
高
市
総
裁
の
選
出
、
そ
の
後
、
公
明
党
の
政
権

離
脱
、
危
機
感
を
強
め
た
自
民
党
の
多
数
派
工
作
に
よ

り
、
維
新
と
の
連
立
政
権
樹
立
の
合
意
、
10

月
21

日
、

首
班
指
名
を
経
て
高
市
内
閣
が
発
足
す
る
な
ど
、
目
ま

ぐ
る
し
い
政
治
状
況
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

自
民
と
維
新
は
連
立
政
権
合
意
書
で
、
「
ガ
ソ
リ
ン

税
の
暫
定
税
率
廃
止
法
案
成
立
」
と
表
向
き
は
国
民
生

活
に
配
慮
す
る
か
に
見
え
る
も
の
の
、
そ
の
本
質
は

「
憲
法
９
条
改
正
、
医
療
・
社
会
保
障
制
度
改
悪
、
夫

婦
別
姓
否
定
、
防
衛
費
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
及
び
安
保
３
文

章
改
定
前
倒
し
、
武
器
輸
出
解
禁
、
ス
パ
イ
防
止
法
制

定
、
原
発
再
稼
働
、
新
設
の
推
進
、
排
他
的
外
国
人
政

策
策
定
な
ど
、
国
民
命
と
生
活
を
危
険
に
さ
ら
し
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
な
ど
の
否
定
な
ど
、
戦
争
す
る
国
へ
を
突

き
進
む
戦
後
最
悪
の
内
閣
と
い
え
ま
す
。
参
議
院
選
挙

に
お
い
て
大
き
な
争
点
と
な
っ
た
「
政
治
と
金
、
企
業
・

団
体
献
金
禁
止
、
消
費
税
減
税
」
と
い
っ
た
国
民
の
要

求
は
置
き
去
り
に
さ
れ
、
裏
金
議
員
の
復
活
、
日
ご
と

に
変
わ
っ
た
維
新
の
１
丁
目
１
番
地
に
比
例
を
中
心
と

し
た
国
会
議
員
１
割
削
減
を
掲
げ
る
な
ど
、
民
主
主
義

を
も
破
壊
す
る
反
動
的
な
内
閣
と
い
え
ま
す
。

あ
の
田
中
角
栄
元
首
相
で
さ
え
生
前
、
「
国
会
議
員

に
戦
争
経
験
者
が
い
る
間
は
日
本
は
大
丈
夫
だ
。
い
な

く
な
っ
た
時
の
日
本
は
危
な
い
。
」
と
言
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。
ま
さ
に
い
ま
そ
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

早
晩
、
国
民
は
本
質
を
見
抜
き
、
高
市
政
権
は
終
焉

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

（
能
）

〇
〇
に
伝
え
た
い
こ
と
コ
ー
ナ
ー

被
爆
80
年
の
取
り
組
み
に
参
加

高
校
生
平
和
大
使
の
言
葉

空
気
を
読
ん
で
い
て
は
空
気
は
変
わ
ら
な
い

微
力
で
は
あ
る
に
せ
よ
無
力
で
は
な
い
！

拡
げ
る
こ
と
が
大
事
！



４
月
13

日
に
大
阪
夢

洲
で
開
幕
し
た
「
２
０

２
５
年
日
本
国
際
博
覧

会
」
（
大
阪
・
関
西
万

博
）
が
10

月
13

日
で
閉

幕
し
ま
し
た
。
１
８
４

日
間
で
来
場
者
は
２
，

５
０
０
万
人
を
超
え
ま

し
た
。

Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー

プ
で
は
「
大
阪
・
関
西

万
博
記
念
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
」

等
の
発
売
を
行
な
い
、

売
れ
行
き
も
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
万
博
記

念
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
＋
合
皮

パ
ス
ケ
ー
ス
は
限
定
で

３
，
０
０
０
セ
ッ
ト
販

売
を
し
て
い
ま
し
た
が

好
評
だ
っ
た
為
、
急
遽

販
売
数
の
拡
大
を
３
，

０
０
０
セ
ッ
ト
か
ら
３

３
，
０
０
０
セ
ッ
ト
へ

と
大
き
く
変
更
し
ま
し

た
が
完
売
し
ま
し
た
。

盛
り
上

が
っ
た
の

は
良
い
も

の
の
、
我
々

労
働
者
に

と
っ
て
は
苦
労
の
毎
日

で
し
た
。
不
慣
れ
な
利

用
者
の
案
内
や
、
外
国

人
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
、

忘
れ
物
な
ど
の
対
応
で

苦
労
し
た
と
思
い
ま
す
。

ゲ
ー
ト
に
よ
っ
て
も
行

き
順
が
違
う
の
で
案
内

も
含
め
と
て
も
苦
労
し

ま
し
た
。
多
く
の
ご
利

用
に
よ
り
ホ
ー
ム
で
の

安
全
対
策
、
危
険
物
や

不
審
物
の
チ
ェ
ッ
ク
等

も
苦
労
し
ま
し
た
。
様
々

な
場
面
で
労
働
者
が
活

躍
し
、
成
功
裏
に
終
わ
っ

た
も
の
と
思
い
ま
す
。

万
博
の
売
上
が
見
込

め
な
い
と
し
て
決
算
で

も
主
張
し
て
い
ま
し
た

が
、
開
幕
前
か
ら
不
安

が
う
わ
さ
さ
れ
て
い
た

中
で
こ
こ
ま
で
の
好
評

は
見
込
ん
で
い
な
か
っ

た
も
の
と
思
い
ま
す
。

し
っ
か
り

と
労
働
者

へ
の
格
差

の
無
い
還

元
を
求
め

ま
す
！

（２） ２０２５年１１月 １ 日 国 労 西 日 本 大阪市北区錦町２－２ 国労大阪会館内 ０６－６３５８－１１９０ NO.３９３

世
界
各
国
か
ら
数
多
く
の
訪
日
外
国
人

対
応
し
た
労
働
者
に
し
っ
か
り
と
還
元
を
！

予
想
以
上
に
好
評
か
?!

10
月
11
日
、
国
労
大
阪
会
館

第
２
小
会
議
室
に
お
い
て
、
第

１
回
地
方
組
織
部
長
会
議
を
開

催
し
ま
し
た
。

谷
澤
執
行
委
員
の
司
会
で
始

ま
り
、
執
行
部
を
代
表
し
て
大

和
執
行
副
委
員
長
が
挨
拶
を
行

な
い
、
組
織
拡
大
や
強
化
に
向

け
て
各
地
方
本
部
か
ら
意
見
を

出
し
合
い
、
意
志
統
一
を
行
な

い
ま
し
た
。

長

期

間

の

苦

労

!

労
苦
に
応
え
よ
！
!


